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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のランプ３０と、一側に前記ランプ３０が固定され、他側にネジ部１１が形成され
たソケットボディ１０とから構成されたランプにおいて、
　前記ソケットボディ１０に備えられ、周囲の照度を感知する照度センサ１２と；
　前記ランプ３０の点灯時間を調節するタイマー１３と；
　前記ランプ３０の一側に備えられ、人間の動きを感知する赤外線センサ３１と；
　前記ソケットボディ１０に内装され、前記照度センサ１２と、タイマー１３と、赤外線
センサ３１の出力信号に基づき、前記ランプ３０の点灯を制御する点灯制御回路４０と；
　前記赤外線センサ３１が端部に設けられるセンサ支持台３２は、前記複数のランプ３０
の間に介在され、前記複数のランプ３０の上下方向に沿って延設され、前記複数のランプ
３０の高さよりも高くかつ近い位置となるように所定の長さで形成されてなることを特徴
とする自動制御省エネルギーランプ。
【請求項２】
　一面には前記複数のランプ３０が固定され、他面には結合部２１が形成されたベース２
０を含み、前記ソケットボディ１０には、前記結合部２１と着脱自在な結合溝１５が形成
されていることを特徴とする請求項１に記載の自動制御省エネルギーランプ。
【請求項３】
　前記センサ支持台３２には、銀やアルミニウムが蒸着によって成膜された高照度反射笠
３３がその周りに設けられていることを特徴とする請求項１に記載の自動制御省エネルギ
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ーランプ。
【請求項４】
　前記複数のランプ３０は、プラスチック製又はガラス製の着脱式のランプカバー３４が
備えることを特徴とする請求項１乃至請求項３のうち、いずれか１に記載の自動制御省エ
ネルギーランプ。
【請求項５】
　前記赤外線センサ３１は、前記ランプカバー３４の外部中央から突出していることを特
徴とする請求項４に記載の自動制御省エネルギーランプ。
【請求項６】
　前記照度センサ１２は、前記ランプ３０の直射光線が受光されないように、前記ソケッ
トボディ１０に一定の深さ分埋設されるように設けられていることを特徴とする請求項１
乃至請求項５のうち、いずれか１に記載の自動制御省エネルギーランプ。
【請求項７】
　前記一定の深さは、５ｍｍであることを特徴とする請求項６に記載の自動制御省エネル
ギーランプ。
【請求項８】
　前記複数のランプ３０は、２つ乃至４つであることを特徴とする請求項１乃至請求項７
のうち、いずれか１に記載の自動制御省エネルギーランプ。
【請求項９】
　前記ランプ３０は、３波長蛍光物質が塗布された真空バルブであることを特徴とする請
求項１乃至請求項８のうち、いずれか１に記載の自動制御省エネルギーランプ。
【請求項１０】
　前記ランプ３０は、Ｕ字型又はＩ字型であることを特徴とする請求項１乃至請求項９の
うち、いずれか１に記載の自動制御省エネルギーランプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複合センサが一体に備えられた自動制御省エネルギーランプに関し、更に詳
しくは、昼夜を区別する照度センサと、時間を調節するタイマーと、人間を感知する赤外
線センサとが、光源としての一つのランプに一体に備えられた多機能省エネルギー蛍光ラ
ンプ装置であり、これにより、それらのセンサは、光量によって照度を計測し、又は人間
の存在を感知して、ランプの周囲の照度が夜間のように一定の基準以下であったり、人間
が存在する場合には、それらのセンサーは、点灯制御回路を作動させるデータ信号を送る
ことにより、ランプが自動的に点灯及び消灯され、その結果、構造が簡単で、エネルギー
消費の低減が確実になり、また、反射笠を付設することによって、ランプから発せられる
熱が遮断され、照明効率を向上させることができ、別体のセンサがなくても、ソケット型
の電球が使用されているいかなる場所にも簡便に装着でき、ユーザの便宜の向上を大いに
図ることができるものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ランプ装置は、電源供給によりランプケースの中に設けられるランプから発せ
られる光によって、夜間や暗い場所を明るくするための光源である。前記ランプ装置のう
ちで大抵の白熱電球や、一部の蛍光灯は、それらを取り付ける方式が露出型か壁内埋立型
かを問わず、電源を供給するために、ネジが形成されたソケットに互いに結合させて接続
されるように形成されており、これが通常の用い方となっている。
【０００３】
　ソケット型のランプ装置は、主として、道路や、アパート又は住宅の通路、階段、玄関
、又はトイレのような場所で使用されており、これらの場所は人間の出入りが頻繁である
ために、無駄な電力の浪費を防止するべく、電灯時間の管理が必要とされている。
【０００４】
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　この問題点を解決するため、従来の自動制御ランプ装置は、光源としてのランプと、昼
と夜と持続的に点灯及び消灯する場所の照度の認識が必要な周囲の明るさを検知するため
の照度センサ(例えば、ＣｄＳセンサ)と、人間の出入りに従ってランプが点灯及び消灯さ
れるべき場所における対象の存在によって自動的に点灯及び消灯するようにランプを制御
する赤外線センサ(例えば、Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｉｎｆｒａ－Ｒｅｄ（ＰＩＲ）センサ)とが
、必要に応じて、選択的に又は組合わせて含まれている。該センサは、一般的に、本体と
カバーとを有する１つのランプケースに、ランプと別体となっている各センサと共に設け
られている。
　即ち、従来の自動制御ランプ装置は、ランプと共に１つのランプケースに設けられた照
度センサ又は人体感知センサ（又は赤外線センサ）が、設定照度又は人間の通行を感知す
ることによってランプに電源の供給を可能としたときに、自動的に点灯し、また、例えば
人間の通過のような所定の時間が過ぎると、自動的に消灯し、それによって、ランプの自
動制御を確実にしている。
【０００５】
　従って、上記した自動制御ランプ装置は、周囲の照度が予め決められた基準よりも低か
ったり、人間の存在又は動きが感知されない場合は、光を発しないことで、無駄なエネル
ギーの浪費を防止している。
【０００６】
　しかしながら、従来の自動制御ランプ装置は、周囲の照度を感知して、人間の存在に関
わらず、設定された時間だけ一定の条件で点灯し、そして消灯されるものである。また、
人間を感知する赤外線センサを有するランプ装置は、周囲の明るさにかかわらず、点灯さ
れるものである。さらに、これを改善した１つ又は複数のセンサがランプとは別体のカバ
ーで覆われている別のランプ装置は、専用の装置に使用されるものであるため、その使用
は、該専用の装置が備えられていなければ不可能である。従って、このようなランプ装置
は、不便であり、交換や保守を行う点で極めて扱い難い。また、ランプは必要に応じて複
数の機能が相違するセンサと共にランプケース内に別体で設けられるので、該ランプ装置
は、構造が複雑になり、サイズが大きくなり、工程数が増えることによって、生産性が悪
くなるという不具合があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、前述した技術の問題点を解決するためのものであり、昼夜を区別する照度セ
ンサと、時間を調節するタイマーと、人間を感知する赤外線センサとが、光源としてのラ
ンプに一体に備えられて、これにより、それらのセンサは、光量による照度を計測し、又
は人間の存在を感知して、ランプの周囲の照度が夜間のように一定の基準以下であったり
、人間が存在する場合には、それらのセンサーは、点灯制御回路を作動させるデータ信号
を送ることにより、ランプが自動的に点灯及び消灯される多機能省エネルギー蛍光ランプ
装置であり、その結果、構造が簡単で、エネルギー消費の低減が確実になり、また、反射
笠を付設することによって、ランプから発っせられる熱が遮断され、照明効率を上昇させ
ることができ、別体のセンサがなくても、ソケット型の電球が使用されているいかなる場
所にも簡便に装着でき、ユーザの便宜の向上を大いに図ることができるものである。
【０００８】
　上記した目的を達成するための本発明の特徴的な構成は以下の通りであり、発明の要旨
を不明確にする無用の周知な機能及び構成に関する詳細な説明は省略し、同一の構成要素
には同一の参照符号が付されている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の自動制御省エネルギーランプは、複数のランプ３０と、一側に前記ランプ３０
が固定され、他側にネジ部１１が形成されたソケットボディ１０とから構成されたランプ
において、前記ソケットボディ１０に備えられ、周囲の照度を感知する照度センサ１２と
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；前記ランプ３０の点灯時間を調節するタイマー１３と；前記ランプ３０の一側に備えら
れ、人間の動きを感知する赤外線センサ３１と；前記ソケットボディ１０に内装され、前
記照度センサ１２と、タイマー１３と、赤外線センサ３１の出力信号に基づき、前記ラン
プ３０の点灯を制御する点灯制御回路４０と；前記赤外線センサ３１が端部に設けられる
センサ支持台３２は、前記複数のランプ３０の間に介在され、前記複数のランプ３０の上
下方向に沿って延設され、前記複数のランプ３０の高さよりも高くかつ近い位置となるよ
うに所定の長さで形成されてなることを特徴とする。
　また、本発明の自動制御省エネルギーランプは、一面には前記複数のランプ３０が固定
され、他面には結合部２１が形成されたベース２０を含み、前記ソケットボディ１０には
、前記結合部２１と着脱自在な結合溝１５が形成されていることを特徴とする。
　また、本発明の自動制御省エネルギーランプは、前記センサ支持台３２には、銀やアル
ミニウムが蒸着によって成膜された高照度反射笠３３がその周りに設けられていることを
特徴とする。
　また、本発明の自動制御省エネルギーランプは、前記複数のランプ３０は、プラスチッ
ク製又はガラス製の着脱式のランプカバー３４が備えることを特徴とする。
　また、本発明の自動制御省エネルギーランプは、前記赤外線センサ３１は、前記ランプ
カバー３４の外部中央から突出していることを特徴とする。
　また、本発明の自動制御省エネルギーランプは、前記照度センサ１２は、前記ランプ３
０の直射光線が受光されないように、前記ソケットボディ１０に一定の深さ分埋設される
ように設けられていることを特徴とする。
　また、本発明の自動制御省エネルギーランプは、前記一定の深さは、５ｍｍであること
を特徴とする。
　また、本発明の自動制御省エネルギーランプは、前記複数のランプ３０は、２つ乃至４
つであることを特徴とする。
　また、本発明の自動制御省エネルギーランプは、前記ランプ３０は、３波長蛍光物質が
塗布された真空バルブであることを特徴とする。
　また、本発明の自動制御省エネルギーランプは、前記ランプ３０は、Ｕ字型又はＩ字型
であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の第１の特徴は、１つのケースにランプとセンサとを別体で設けるのではなく、
照度及び人間の動きを複合的に感知して、ランプが自動的に点灯及び消灯されるようにす
るために、光源としてのランプと、ランプの周辺の光を感知して昼夜を区別する照度セン
サと、時間を調節するタイマーと、人間を感知する赤外線センサとが一体的に形成されて
いることである。
【００１１】
　また、本発明の第２の特徴は、別のセンサ装置がなくても、ネジが形成されたタイプの
ソケット電球が使用されるあらゆる場所にも簡便に装着することができるランプ装置を提
供し、それにより、ユーザの便宜を大いに向上させることにある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の好適な実施の形態を、添付図面を参照して詳細に説明する。
【００１３】
　図１に示すように、本発明のランプ装置において、回転固定方式の電源接続用のソケッ
トネジ部１１は、一体的に形成されたソケットボディ１０の一端から延出されている。螺
旋のネジが、ソケットネジ部１１の外周に形成されており、電源（図に示さず）は、それ
に回転固定されることによって、電気的に接続される。ソケットボディ１０には、周囲の
光を感知する受光センサ（例えば、ＣｄＳセンサ）として機能する照度センサ１２と、ラ
ンプの点灯時間を調節するタイマー１３とが設けられている。スイッチング動作手段によ
ってセンサに電源を印加するように、接続端子としてのソケットネジ部１１から電源を供
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給するための点灯制御回路４０は、ソケットボディ１０に設けられている。点灯制御回路
４０は、光を検出する照度センサ１２と、人間を感知する赤外線センサ３１の信号を認識
し、ランプ３０の点灯及び消灯を制御する。
　点灯制御回路４０は、センサのデータ入力を判断しランプの点灯及び消灯を制御するよ
うにプログラム化されたマイクロプロセッサ４１と、センサのデータを蓄積するメモリ４
２と、商用ＡＣ電源を受けてＤＣ電源に変換し整流して供給する電源制御部４３とを有す
る。点灯制御回路４０には、キー入力部が設けられてもよい。
【００１４】
　また、ランプ３０は、Ｕ字形に曲げられた通常の曲管型ランプである。複数のランプ３
０（例えば、４つのランプ３０）が、ソケットボディ１０に結合される円盤状のベース２
０に、空間活用度の高い四角構造で配列されている。Ｕ字形ランプの間の中央部の端部に
は、人間の動きを感知する赤外線センサ３１が備えられている。そして、図１に示すよう
に、センサ支持台３２は、複数のランプ３０の間に介在され、複数のランプ３０の上下方
向に沿って延設され、複数のランプ３０の高さよりも高くかつ近い位置となるように所定
の長さで形成されている。赤外線センサ３１が、センサ支持台３２の端部に設けられてい
る。センサ支持台３２は、銀やアルミニウムが蒸着によって成膜された高照度反射笠３３
で取り囲まれている。高照度反射笠３３は、赤外線センサ３１の誤動作を防止するように
、ランプからの光を遮断及び反射するための効率の高い光反射手段として機能する。

【００１５】
　他の実施の形態として、図２及び図３に示すように、ランプの保護のために外部の塵埃
混入を最少化し、造形美を高めるため、透光性を有するプラスチック製又はガラス製の着
脱式のランプカバー３４を備えてもよい。この場合、赤外線センサ３１は、最大の範囲で
容易に人間を感知できるように、カバー３４の外部中央から突出している。
【００１６】
　センサ支持台３２は、箱体や円筒形で形成されており、４つのランプが対称に整列され
たことによって全体の輪郭が四角形となるように、４つのランプとともにモジュールを構
成する。センサ支持台３２の端部に形成された赤外線センサ３１は、ランプ３０から発せ
られる光の方向に赤外線を放出する。また、赤外線センサ３１は、対象により反射される
光線が感知されて、左右の感知範囲が最大化される長さで突出している。照度センサ１２
は、ランプの直射光線が受光されないように、ランプの上部に位置するソケットボディ１
０に一定の深さ（例えば、５ｍｍ）に埋設されるようにすることが好適である。
【００１７】
　勿論、本発明によるランプ装置は、従来の白熱電球にも使用できるように、ソケット１
１ａを有するボディに、現実の自然色により光を発することが可能な３波長蛍光物質が塗
布された真空バルブを設けてもよい。Ｕ字形のランプは、Ｉ字形のランプとしてもよい。
さらに、ランプの間の中央部に赤外線センサ３１が備えられるように、少なくとも２つの
ランプ（対称構造）であればよく、３つ（三角構造）又は４つのランプを備えるのが好適
である。
【００１８】
　照度センサ１２と赤外線センサ３１とは、それぞれ、点灯制御回路４０に電気的に接続
されたモジュールによる通常のセンサ制御回路とともに設けられている。点灯制御回路４
０は、所定の電子回路又は集積回路を含む回路基板であり、独自のプログラムを有するマ
イクロプロセッサ４１の駆動により、周囲の光の強さによって照度センサが発した信号デ
ータ、及び、人間の感知によって赤外線センサが発した信号データとを分析する。周囲の
明るさが設定照度よりも低く、人間が存在すると判断されると、点灯制御回路４０は、タ
イマー１３の作動によって、点灯及び消灯されるようにランプを制御することで、電気エ
ネルギーが節約される。これは、通常使用される構成であり、詳細な説明は省略する。
【００１９】
　また、本発明によるランプ装置は、ソケットが上部と下部とに着脱可能に分離されるよ
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うに構成してもよい。着脱式の場合は、ソケットは、ランプ３０を備える上部ベース２０
と、点灯制御回路４０を有するソケットボディ１０に分離される。このとき、下部に延長
されて縦横に突起を有する結合部２１が、上部ベース２０の基板に形成されており、ソケ
ットボディ１０には、突起と一致する結合溝１５が形成されている。従って、ソケットの
上部及び下部は、ベースに設けられた結合部２１の突起を結合溝１５に対して差し込み又
は分離させるだけで、簡便に組立て及び分解が可能となる。これにより、ランプ装置全体
の交換が不要となるため、ランプの寿命が尽きた後にランプの交換をする時や、点灯制御
回路部の異常時にランプ装置のメンテナンスをするときに、ユーザは便利であり、かつ経
済的である。
【００２０】
　このように本発明によるランプ装置が、アパートの通路や階段、トイレ等の様々な場所
に取り付けられて、電源がソケットネジ部１１を介してそれに供給されると、夜間又は光
を感知する照度センサ１２の感知信号により設定された基準以下の照度であると判断し、
かつ、赤外線センサ３１により人間等の対象が感知されたときに、点灯制御回路４０が作
動して、電源制御部４３によってランプの点灯及び消灯を制御する。それにより、別体の
いかなる点灯スイッチがなくても、その周囲に合わせて適当に設定された所定の時間、又
は、人間がその場所にいる間、ランプが自動的に点灯及び消灯されるので、無駄なエネル
ギー消費が防止され、電気エネルギーが節約される。
【００２１】
　以上で説明した本発明は、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者において本
発明の技術的思想を逸脱しない範囲内で様々な置換、変更が可能であり、前述した実施の
形態に限定されることはない。
【産業上の利用可能性】
【００２２】
　このように、本発明は、昼夜を区別する照度センサと、時間を調節するタイマーと、人
間を感知する赤外線センサとが、光源としてのランプに一体に備えられて、これにより、
それらのセンサは、光量による照度を計測し、又は人間の存在を感知する多機能省エネル
ギー蛍光ランプ装置である。それにより、ランプの周囲の照度が夜間のように一定の基準
以下であったり、人間が存在する場合には、それらのセンサーは、点灯制御回路を作動さ
せるデータ信号を送信することにより、ランプが自動的に点灯及び消灯されるので、構造
が簡単で、エネルギー消費の低減が確実になる。さらに、反射笠を付設することによって
、ランプから発っせられる熱が遮断され、照明効率を上昇させることができる。その上、
別体のセンサがなくても、ソケット型の電球が使用されているいかなる場所にも簡便に装
着でき、ユーザの便宜の向上を大いに図ることができる。さらに、ソケットボディが着脱
可能な場合は、ランプだけを交換することができるので、経済的でメンテナンスと修理が
容易である。
【００２３】
　本発明の好ましい態様のこれらの又は他の特徴、外観及び好適な条件は、以下の詳細な
記述、添付図面によってより十分に説明されている。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明によるランプ装置の全体的な構成を示す斜視図である。
【図２】本発明によるランプ装置の分解斜視図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態によるカバーでランプが覆われたランプ装置の斜視図
である。
【図４】本発明のランプ装置の動作のフローチャートである。
【図５】本発明によるランプ装置の電気的構成を示すブロック構成図である。
【図６】本発明のランプ装置によるランプの断面図である。
【符号の説明】
【００２５】
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１０　ソケットボディ
１１　ソケットネジ部
１２　照度センサ
１３　タイマー
１４　連結線
１５　結合溝
２０　ベース
２１　結合部
３０　ランプ
３１　赤外線センサ
３２　センサ支持台
３３　高照度反射笠
３４　ランプカバー
４０　制御回路
４１　マイクロプロセッサ
４２　メモリ
４３　電源制御部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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